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 平成 30 年度公示の学習指導要領では，理科教育における生物分野の目標として，実験や観察を通じた

生物学の概念や原理・法則の理解を挙げている．本研究では，実験や観察が困難な単元において，上記の

目標を達成するため，PC 端末を用いた学習支援を行い，生物における ICT 利用の可能性と課題について

検証した．その結果，生物の授業場面において実験や観察の代替として ICT を利用することは，学習に

対する主体性を向上させるとともに，学習に対する理解を向上させる可能性があることが示唆された．ま

た，学習の成果物に関しては，紙媒体と並行して導入していく必要がある可能性が示唆された． 

キーワード: 研究会報告，書式，執筆要領 

1. はじめに 

平成 30 年度公示の学習指導要領（2018）では，理

科教育における生物分野の目標として，実験や観察を

通して生物学の概念や原理・法則の理解を深めること

を挙げている．しかしながら，特定の分野では実験や

観察が困難なケースが見られる． こうしたケースにお

いて内容の理解を促進する方法の一つとして， ICT 機

器の導入が挙げられる．本稿では ICT を用いた生物の

学習を展開する際の課題について生徒の自由記述から

分析を行い，その結果について報告する． 

2. 先行研究 

郡司（2016）は，生物基礎の分野において，電子黒

板とタブレット PC を用いた授業を展開し，その結果

として，タブレット PC を用いた学習の有効性が示唆

されたとしている．しかしながら，上記の研究では内

容の理解度についての自由記述を分析対象としており，

教授方法の違いに関する感想等の分析は十分に行われ

ていない． 

本研究では，教師が教科書を用いて紙面媒体で学習

内容について説明した後に，PC を用いて理解を深め

る学習活動を展開し，その感想として記入させた自由

記述を用いて，生物の授業における ICT 利用の可能性

と課題について分析する． 

3. 授業実践と評価方法 

3.1 授業内容 

高校２年 40 名を対象に，日本のバイオームの分布

図をグループで作成する学習を行わせた．グループご

とに下記の植物の分布について調べさせ，地図上に記

録させた． 

・A1 班〜２班「エゾマツ、シラビソ」 

・B１班〜２班「ブナ、ミズナラ」 

・C1 班〜２班「シイ、カシ」 

・D1 班〜2 班「ソテツ、ガジュマル」 

各班の分布図が完成した後，グループごとに各植物

の分布について発表させた．その後，Google Drive を

用いて生徒が作成した分布図を教員に共有させ，それ

ぞれの画像を合成して分布図を用いて各分布の推移等

から水平分布，分布が重複している点から垂直分布に

ついて学習し，主体性のある学習と講義型の学習の両

方を行うことで生徒の知識の定着を図った． 
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3.2 評価方法 

授業終了時に，生徒には授業手法に関するアンケー

トに答えさせた．アンケート項目の内容を以下に示す． 

項目１ 紙媒体での説明と PC によるまとめ学習とで， 

どちらの方が理解が深まったと思うか． 

項目２ 作業はしやすかったか． 

アンケートは自由記述方式で行った． 

4. 分析と結果 

生徒のアンケートの記述内容を，質問項目ごとに学

習方法に対してポジティブな意見とネガティブな意見

に分類し，内容に基づいてカテゴリー分けをした．ま

た，今回の単元内容について記述されているものであ

ったり，PC の使用に関係しない記述については分析

の対象から外した．カテゴリー分けは生物を専門とす

る筆者と，教育工学を専門とする社会科教諭の 2 名で

行なった．その結果を表１から表 2 に示す． 

 

表１ 項目１に関する回答のカテゴリと回答数 

ポジティブ 回答数 ネガティブ 回答数 

学習参加 13 学習理解 3 

学習理解 5 効率性 2 

学習内容 2 学習内容 1 

操作性 2 操作性 1 

 

表 2 項目 2 に関する回答のカテゴリと回答数 

ポジティブ 回答数 ネガティブ 回答数 

操作性 3 操作性 6 

学習参加 3 効率性 3 

効率性 2 学習理解 1 

 

 項目１に関するポジティブな記述には，「学習参加」

に分類される項目が多く見られた．学習参加には，主

体的に取り組むことで学習内容に対する興味が深まっ

たという記述があった回答を分類している． 

一方で，PC を用いたことで学習内容が理解しやす

かったという記述は「学習理解」に分類しているが，

これはネガティブな意見としても３件の回答が得られ

ている．生徒の記述内容を詳細に分析するため，学習

理解に分類した生徒の回答の例を表３に示す． 

表３ 学習理解に分類された生徒の回答 

ポジティブ ネガティブ 

・自分で調べる方が分か

りやすい． 

・自分で考えるから分か

りやすい 

・手間の割に学ぶことが

薄い． 

・自分の手で書く機会が

ないから印象が薄い． 

ポジティブな記述としては，主体的に学習に参加す

ることで，理解が促進されたことについて触れている． 

一方で，今回の実践では PC を用いた学習における

生徒の作業負担が多いために，学習内容の難易度を下

げた．その結果，複数人が「学ぶことが薄い」という

回答をしていた．そのため，PC を用いた学習を展開す

る際には，学習教材そのものの設計も重要であること

がわかる．また，作業そのものは PC で行うことによ

って効率化できるが，メモや学習内容に対する考察等

は，紙面媒体で記入させる必要があることが示唆され

た． 

項目 2 では，操作性，及び PC を用いることによる

効率性についての記述が多く見られた．操作性に関す

るネガティブな記述としては，生徒自身の PC スキル

によるものであり，今後授業内で使用頻度を上げるこ

とで解消できるものであると考える． 

一方で，効率性に関するネガティブな記述の中には，

使用した機材の不具合等についての書かれているもの

が多く，PC を使用することに関するネガティブな印

象は見られなかった． 

5. 今後の課題 

 今後の課題としては以下の点がある． 

①他分野での導入と生徒の学習態度の変化の記録 

②生徒のアンケート記述のより詳細な分析 
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